
「感じ」「動き」「かわる」…田平東小は今年度創立１５０周年！ 
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 １０日の入学式で，１７名の新入生が田平東小にデビューしました。これでようやく６６名の東っ子
が勢揃いです。在校生児童，１年生保護者に加え，多くのご来賓の方にもご出席いただき，ちょっ
ぴり緊張の面持ちで，でも元気に入場してきた１年生に大きな歓迎の拍手をいただきました。私は，
式辞の中で「ありがとうとごめんなさいは，友だちをつくる魔法のおまじない」という話をしまし
た。ご来賓のご祝辞に加え，歓迎の言葉や歓迎の歌，そして 1 年生の入学のあいさつ，これから 1
年間，66名の心と力を合わせてどんな活躍をしてくれるのか，どんな楽しい学校生活になるのか，
考えるだけでわくわくします。 

 

…今年度のキーワードです 

  ８日に行った始業式，６年生児童代表の言葉です（一部抜粋） 
   

 

 

 

 

始業式では，ほとんど原稿を見ることなく，在校生をしっかり見

ながら最高学年らしく，自分で考えて動くことを堂々と発表してく
れました。前回も書きましたが，五感を使って様々なことを感じ取
る感性をもち，自分の思いを行動や言葉に表し，そして成長して
いく。つまり前号でも書きましたが，「感じ」「動き」「かわる」
こんな子どもを育てたいと思います。 

～６年生でも自分がやるべきことを考えなが
らいろいろなことをがんばりたいと思いま
す。特にがんばりたいと思っていることは縦
割り班活動です。縦割り班活動では１年生か
ら６年生まで，いろいろな学年の人たちが一
緒に活動するので，自分勝手な行動をすると
班がまとまりません。班がまとまるようにす
るために，低学年の人にわかりやすく教えた
り，やることがなくて困っている人には具体
的な指示やアドバイスをしたりしたいです。 

H.Sさん 

～５年生では好きではないことや苦手なこと
を乗り越えてできるようになったことがいろ
いろあります。だから最高学年になる今年も，
目標をもってがんばっていきたいと思ってい
ます。特にがんばりたいことは，行事や委員
会，クラブ活動や縦割り班活動などで下級生
をリードすることです。この後はさっそく入
学式や歓迎遠足があり，新 1年生と関わるこ
とが多くあります。1 年生が困らないように
やさしく声をかけたりわからないことを教え
たりしようと思います。 

     M.Cさん 



新学期が始まって一週間，すでに多くの子どもたちの素敵な姿を見ることができています。その
一つ，毎朝校門前を中心に駐在所の所長さん，地域の皆様と子どもたちの登校の様子を見守って
います。遠くから大きな声で自分からあいさつをしてくる子，１年生や下学年の子を連れて登校し
てくる子，横断歩道を渡ったあと，止まってくれた車のドライバーさんにペコリと頭を下げてお礼を
伝える子，ちょっと恥ずかしいのか声は小さくても，目を見てニコッと笑って階段を上っていく子など

いろんな姿を目にします。どれも自ら気持ちよく朝をスタートするために感じて動いている姿です。
子どもたちからすると，ごく当たり前の行動かもしれませんが，この姿が１年生にもつながり，やが
て東小っ子の姿として大きな成長につながるものと信じています。 
 友達の良さを見つけ，みんな仲良くともによりよく生活できるために，始業式では以下のような内
容を話しました。 
 

 

 

 

 

 

 

新年度まもなく，６年生は大忙しです。朝のあいさつ運動や中庭の掃除に加え，入学してきた 1
年生のお世話もがんばっています。脱いだ靴を靴箱に，ランドセルから出したものを机の中に…さ
ながら小さな先生です。じゃれつく１年生をおんぶしたり，手をつないで遊びに行ったりしながらも，

「廊下は走っちゃいけないよ」「階段は気をつけるんだよ」と優しく学校のきまりを教えます。その表
情はもう立派な６年生。最高学年としての自覚と責任感を感じます。がんばれ６年生！ 

 

＊学校だより，ホームページ等でお子さんの活動の様子，学校の教育活動について，年間を通じて  

情報発信してまいります。個人が特定されないような工夫はいたしますが，１１日に配付した文 
書で写真掲載等についての許諾をいただいています。家庭数ではなく，全児童についてご提出 
いただいていますので，お手数ですが本校に在籍しているお子さん分の許諾書を期日までにご 
提出願います。 
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友
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。
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友
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最
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友
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友
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友
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友
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み
ん
な
の
目
、
耳
、
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、
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使
っ

て
、
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顔
い
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い
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を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
一
年
間
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

 


